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会         議        記         録 

会 議 の 名 称 産業建設常任委員会 
会議場所 第３委員会室 

担当職員 三宅 

日 時 平成２５年７月８日（月曜日） 
開 議   午前 １０ 時 ００ 分 

閉 議   午前 １１ 時 １２ 分  
（途中休憩有、４分間） 

出席委員 ◎福井 ○菱田  井上  馬場  小島  齊藤  日高  湊  

出席理事者 
西崎上下水道部長、大西営業課長、石田水道課長、畑水道課副課長、木村水道課計画係主

任 

出席事務局 阿久根副課長、三宅 

傍聴者 市民  名 報道関係者  名 議員  名 
 

会  議  の  概  要 
１０：００ 

 

１ 開議（福井委員長あいさつ） 

   

２ 事件 

 （１）畑野町水道未普及地域解消事業について（行政報告） 

 

［上下水道部 入室］ 

 

＜上下水道部長あいさつ＞ 

 （冒頭、上下水道部職員の飲酒運転にかかる不祥事について陳謝） 

＜水道課副課長、資料に基づき説明＞ 

～１０：４６ 

［質疑］ 

＜井上委員＞ 

 ①Ｐ２、事務経費については、当初、自治会負担と認識していたが、市負担とする

経緯は。また、その概算額は。 

 ②Ｐ４、分担金の一括納入額及び分割納入額の状況は。また分割納入に係る分担金

の精算見込みは。 

＜上下水道部長＞ 

 ①管理運営に多大な負担が生じていることから、畑野町自治会からの要望を受けて、

市が事務費の支援を行うことを今後の方針として示しているものである。 

 ②市として現段階における確定値をもっているわけではなく、今後、平成３０年度

までの分割対応に係る見込みについては、地元から詳細な資料をいただいたうえ

で対応していきたい。行政側からではなく、地元における検討を踏まえた上で示

されるものと考えている。 

＜馬場委員＞ 

 ①資料２の国庫補助基本額に係る事業費の補助対象について、国との調整経過は。 

 ②１１００戸の計画戸数に対して現在９４０戸の申込戸数との差をどのように整

理するのか。市としては、どのように把握しているのか。 

 ③元々、各専用水道事業者は何社あったのか。 
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＜水道課副課長＞ 

 ①国庫補助の対象となるものは明確化されており、それ以外は単費となる。施設の

門、柵、塀等、また消火栓や舗装本復旧の規定以上分、公道下給水装置工事費が

国庫補助対象外となる。 

 ②地元受付分９４０戸については、平成２５年度及び平成３０年度の最終年度で精

算されることとなっている。なお、直接受付分については、市給水条例に基づき、

上水道事業により加入金として徴収しているものであり、地元の分担金とは別の

ものである。 

 ③畑野町の専用水道について、京都府に届け出をされ整備されたところは３箇所あ

る。その他に、それぞれの団地造成に応じて水源を設けて、団地造成業者が管理

されていたところが９箇所あったが、経済情勢の変化等により、現在は、地元で

管理されているところや開発業者の維持管理費として徴収されている状況であ

る。全１２箇所を当初把握していたということであり、それぞれの地域で事情は

異なっている。 

＜馬場委員＞ 

これまでにも給水出動が多くあったと思うが、断水の多かった箇所はその９箇所な

のか、それとも全般的に不安定であったのか。 

＜水道課副課長＞ 

直接的に本市が給水対応した箇所はない。基本的には専用水道の業者が供給の責務

として、タンクローリー等を手配して対応されてきたのが主な実態である。 

＜齊藤委員＞ 

 畑野町の地元分担金に係る負担率については、過去に実施してきた他の地域と比較

してどうなのか。 

＜水道課副課長＞ 

 例えば簡易水道事業については、補助対象基本額に対して約１５％である。 

＜齊藤委員＞ 

 畑野町では何％にあたるのか。 

＜水道課副課長＞ 

 ３分の１であり、３３．３３…％である。 

＜齊藤委員＞ 

 国等の補助が多くあり、また枯渇等の問題も解決されるものであるのに、地元から

色々声が上がってくることは不思議に思うところである。 

＜上下水道部長＞ 

 難しい問題であり、以前議会にも請願も提出されたように色々な思いの方がおられ

る。地元の要望を受け、水道未普及地域解消事業として事業実施されることとなり、

我々としては地元の皆さんに大変喜んでもらえると思える状況の中で、色々なご意

見が出ているので、誤解を避けるためにも本日の行政報告の場をいただいた。 

＜齊藤委員＞ 

 これまでの努力を理解している。他との公正性にも鑑み、これ以上譲歩されないよ

うに願いたい。 

 

［上下水道部 退室］ 

～１１：０６ 

（休憩 １１：０６～１１：１０） 
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１１：１０ 

３ その他 

＜福井委員長＞ 

 次回の月例開催について、８月上旬に開催したいと考えるが如何か。内容について

は、この後の決算分科会の事務事業評価項目の選定の協議結果を踏まえたものとし

たい。 

 （各委員日程調整により以下の日時に決定） 

 

  次回開催：８月２日（金） 午後１時３０分～ 

    内容：未定 

 

閉議（決算分科会に切替） 

                        ～１１：１２ 

 


